
侍従会の原点トンボ池の物語　　　　　　　　　　　　

大道小学校の裏庭に、湧き水が出ていました。そこにオタマジャクシ
のすめる池をつくりたいと、生徒たちが、水たまりのような小さな池を
掘りました。翌年、子どもたちは卒業していきました。その熱意と行
動力に打たれた理科の先生（トンボ博士とも呼ばれていました）が、
この池になんとか生き物を呼び戻したいと父兄や地域の人に相談し
ました。そこで、本格的に池を整備して、大道のむかしの自然に触れ
られる「ふるさとの原風景」の場所にしようということになりました。こ
れが侍従会の原点であるトンボ池の始まりです。



子どもたちの自然体験の積み重ねができる場があったらいいなぁ

「そうだ、校内に自然広場をつくろう！」　　　　　　　　　　　



そして、1992年8月　

　　　　　　　「自然広場」づくりは、手作業で始まった　　　　　　　　　　　

業者に頼んだら
大変なお金がいるんだよ



地域の子どもと大人、教師が一体となって進める作業

「自然広場」づくりに卒業生が戻ってきた　　　

小学生だけでなく
中高校生も大活躍！



環境づくりは子どもたちの手で・・・

休み時間や放課後に生まれる子どものネットワーク　　　　　　　　　　　

みんなでやると
たのしいね



「自然広場」をまちの宝物に・・・

広場（づくり）を中心に広がる地域の方々のネットワーク　　　　　　　　　　　

たくさんの人の
協力でできたんだね



「自然広場」をまちの宝物に・・・

よみがえる「ふるさとの生き物」たち　　　　　　　

あっという間に
生き物が戻ってきたよ



子どもたちの生活の変化・・・

「自然広場」が遊びの場に　　　　　　　　　　　

自分たちで作った
トンボ池は楽しいね



子どもたちの生活の変化・・・

「自然広場」が学びの場に　　　　　　　　　　　

どんな生き物が
いるんだろう



学校から「まち」へ・・・

自然広場でつくられたネットワークが「まち」に広がる　　　　　　　　　　　

地域が主体となって
行動開始

トンボ池から侍従川に
活動が広がったんだね



ふるさと侍従川に親しむ会の活動

自然広場でつくられたネットワークが「まち」に広がる　　　　　　　　　　　

人の輪が
どんどん広がっていくね



ふるさと侍従川に親しむ会の活動

自然広場でつくられたネットワークが「まち」に広がる　　　　　　　　　　　

活躍する子どもたち

子どもたちが地域の人に
生物の解説をしているよ



ふるさと侍従川に親しむ会の活動

自然広場でつくられたネットワークが「まち」に広がる　　　　　　　　　　　

蘇るふるさとの風景

侍従川にも
生き物が戻ってきたよ



ふるさと侍従川に親しむ会の活動

自然広場でつくられたネットワークが「まち」に広がる　　　　　　　　　　　

続いていく活動

これからも侍従川で
遊びたいな


